
じ

(2)4%の 硫酸水で喀疫を30分聞処理して、

10分 闇遠心 し、その沈渣を培養した結果が陰性で

あつた場合には、実際上はその喀疫の中に結核菌

が存在しないと見倣して零い。

(3)岡 片倉培地を使用 して喀疫を培養する場

合には、喀疫の量が少量であれば、酸の方が アル
ぷ

カ リに比して成績が良 く、喀疫量の多 くなるに随

つて、酸 とアルカリとは同成績となつた。

(4)酸 を使用する場合には、硫酸でも塩酸で

も、どちらで もよい6ま たアルカ リ使用の場合に

は苛性曹達でも、苛性加里でも同様である。

(5)硫 酸法で藍 アルヵ り法でも、処理した

ら直 ちに培 養す ることにすれ ば、それ だけ結核菌

の発育 もよくな り、時聞的に も経済で ある◎ しか

して、 これがために雑菌の侵 入が 多 くな るとい う

ことはなしへo

・ 文 蔽

(1)小 川 、佐波、鈴木:未 発表、結渓に掲載の予

定

(2)住 吉=ascir・f・Tbk,39,:333,1924.

(3)岡:日 本臨駄結穫、4:680、 昭18。悔

(4)岡:(3)`こ1司 じ

(5)小 川:未 発表、結核に掲載の予定◎

喀 淡 中 へ の 型 物 質 の 排 泄 に 就 い て
～

第一編、肺結核患者喀疾中の型物質の排出

東京大傳染病研究所第八研究部 主任 美甘義夫教授

及 川 泰 彦 摩

第一 章 緒 言

1932年Schi宜 ① 及び佐 々木氏等は同種赤血球

凝集阻止反鷹 より見て、唾液中の型特異物質の有

無により唾液を排出型と非排禺型とに分ち得るこ

とを発表し、爾來之に関する研究が 盛 ん に なつ

た。1936年 鈴木氏(2)は唾液に就て排出型、非排出

型 を認め、また。唾液申に型特異的凝集素を認め

た。 この型物質の問題は喀湊にも及び1946年 柳

下氏(3)は肺結核及び肺膿瘍患者の喀湊に就て楡索

し、型特異的凝集阻止物質の存在を認めた。私は

美智敷授の御指導の下に肺結核患 者 の 喀疲に就

て、その型特畢的物質を凝集反鷹及び凝集阻止友

懸によつて検索 し、併せて血清の凝集素及び唾液

の型物質を槍索し、之等を比較瞼討 して以下の如

き成績を得たので鼓に報告する次第である。

第二 章 実 験 材 料

及 び実験 方法

(1)喀 疾:早 朝、食前、含漱後喀出せる肉眼的

、に又化学的に血液を混入しない疫を滅菌シヤーレ

中で生理食塩水で充分洗灘して唾液其他の混入を

除き、之を秤量し、その三倍量の食塩水 を加え、

滅菌乳鉢中で疫が大体均等な液歌を呈するまでよ

く研磨 し、之を濾過して得る清澄な液(喀 疾の3

倍稀釈液)を 生理食塩水で落数稀釈し、6,12,24,

30,60,120,240,480倍 液を得た、以下次の如 く

にした◎

(イ)凝 集反慮:上 記喀疫稀釈液各々 α5ccに1

%人 血球浮游液 を一滴宛加え振盟混和して3PC

に2時 聞保ち、然る後凝集反磨を検し、凝集が起

つている最後の試験管の稀釈度 を凝集債とした。

(導)凝 集阻止反慮:上 記喀疫稀釈液(但 し此の

場合は稀釈度は3840倍 迄)各 々 α3ccに10借

稀釈の0型 人血清0。3ccを 加え、振燈混和して

37。Cに2時 聞傑ち、氷室に一書夜放置し、然る

後に1%人 血球浮游液を一滴宛加え、振撮混和 し

て37。Cに2時 闇保ち、然る後 凝 集 の有無を楡
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し、凝集反慮陰性の最後の試験管の稀釈度を凝集

阻止贋とした◎

〈2)唾 液:清 水で含漱後自然に流出する唾液を'

滅菌試験管に探 り、擁拝しつつ10分 間沸騰水浴

で加熱した後、遠心沈澱してその上澄液を凝集阻

止反鷹に使用した。凝集反慮には採取後直に強力

遠心沈澱 し㍗生の唾液を使用した。

G)凝 集反懸=生 理的食:塩水で2,4,8,愛0,20,

40倍と御 し雁 離 々α5ccに1%人 血球難

波を.,__..滴宛加え、以下喀疫の場合と全く同様にし

ア凝集償を検定した◎

(篇)凝 集阻1ヒ反鷹:生 理的食塩水で10倍 よリ

ユ0240倍 に至る倍数稀釈をした唾液0.3ccに10倍

稀釈の0型 人血清 α3ccを 加え、以下喀疾の場合

と全 く同様にして凝集阻止便を検定した。

(3)人 血清:型 の如 く採血、血清分離後、生理

食塩 水で5倍 より10240倍 に至る倍数稀釈を行っ

た血清0・5ccに1%人 血球浮濾液を一滴宛加え、

37。Cに2時 間放置後凝集反懸を検し、血清の撰

集債を検定した。

第 三章 実 験 成 績

(1)喀 庚申の凝集:素;40例 中37例(92・5:%)

に喀疫申の凝集素を証明した。凝集憤は第一・表の ・

如 くである。

(2)唾 液中の凝集素;23例 中17例(73.1)

に証明した。凝集贋は第一表に見る如 くである。

(3)血 清の凝集贋:40圃 を検定し、第一表に見

る如 き成績を得た。

(4)喀 疫中の凝集阻止物質;26例 中22例

(83.6%)に 阻止物蹴 証明した・阻止便は第二表

に見る如 くである◎

(5)唾 液中の蘇 阻止物紫26例 の全部に阻止

物質を証明した。阻止便は第二表の如 くである◎

(6)喀 灘 の型物質耐 難;10例 の喀湊液

(3倍 鰍)を100◎C10分 間燃 し・然る後駿

凝集反懸及び凝集阻止反応を検し第三表:の如き成

績を得た。即ち加熱後は凝集反懸は陰性となった

が、阻止反慮は依然として陽性であった。

(7)喀 疫中の型物質の耐久性蕗 疫液を滅菌小

試聴 略 封して氷郵 偏 し、淀 鯛 醐 蜜1

に凝集慣と阻止領を検定し、之を喀疫液調製時の

値と比較して第四表の如き成績を得た。

第 四章 考 按

(1)喀 疫中の凝集素 釦 郷中37例(ga5%)

に陽性、3例(7.5/)に 陰性で、此場合にも排出

型 と非排出型を分ち得ると考えられるゴ血液型尉 ゲ

に凝集素の検出率を見るに0型 は100%で 最高で

あ り、A型 、:B型 、は夫々92・4%、81・8%で あっ

た。凝集慣は最高249倍 で、伺60倍 のもの溝 .・

12例(38.4%)で 最多数を占めた。血型別、重軽.

症別に見た凝集慣にはさしたる相違は認められな

い 。術肺結核をレン トゲン像を参酌 して、純滲出

型 と増殖型或は硬化型に滲禺型袴混 じている混合

型で比較的良性のものとに分けて観察すると後者

の方が前者に比較 して凝集領は幾分低いことが認

第一一表 血清、喀褻及び唾液の凝集贋の比較(其 一一)

番

号
氏 名,性 病 型 症 別 .血液 型

凝 集 便

血 清 擁 剰 唾 液

・i■ 暉 ♀ 滲 出型 障 絹A磁 ・

2ji♂ 滲 出酬 中 割A6≦ ㌧L 一.
3rii容 一跨 謳 丁 中 等 「 楓「8・13

6・i

6・}6

0

4旧 ■■ ♂ 滲 出副 中 等A

5旧 ■■葦 滲 出遍一rボ 等lA

6

8・t6・

G40240

旧 ■ ♀悔 戯訓 中 割Aい 釦
24{

.3・

___42__
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__朔___㎝ 繍胴}}冨7 ㎜胴淵

等1 A

願 一 鵬一 ㎜

640
…

%{ 671一 ♀滲 測 串

症1 A
い56・1

6・18一一 ♀瞬 刻 軽

副 A

…

い28・!
・{9}一 合レ酬 酬 軽

等1 ム
い28・1

6・1 12101一 ♀1滲 出 型i中
ξ

酬 ム 1㈱i
6・1・・1一 舎 陰 出型 障

症1 A
15・2・ ▼1

・2・ 弓 60El一 ♂1滲 出型1重

症1 A
頓 1・6・{

6σ1 24■;1一 ♂1滲 出型i軽

番

号
氏 名、 性 病 型 症 別 血 液 型

凝 集 便

血 清 陰 剰 唾 液

刈一 ♂匝合到「一[2州
・5旧 ■ 置 ♀ 陰 山到 軽 副B ・28・16

161一 ♂{飴 到 中 等lB「 ・28・i6・16・

ユM一 ♂ 陰 出型 運 瑚B/・6・1・1

・81一 ♀ 修 出型逆 引B ・28・iv4 0

・gl一 ♂ 燧 出型 障 症lB■64・131

叫 一 ♀陰 耀 障 剰B 64・1・2i・

2月 一 釧 酬 酬 中 等B 32・L3}・

22;一 ♂1酬 型 陣 矧Bl256・16iら ・

231一 舎 穆 出型;中 等lB ・6・}・1・

叫 一 ♂穆 出型障 副B 32・i6{6

第・一表 血清、喀褻及び唾液の凝集贋の比較(其=:)

番号

30

13

32

ダ33

34

氏 名'性{病 型

1

滲 出 型

滲 出 型

混 合 型

混 合 型

滲 出 型

,症 別

中 等

中 等

軽 症

中 等

中'等

血 液 型

0

0 、

0

凝 集 偵

血 清 墜 測 唾 液

12803012

2560 60 30

640 3・1・w

64・}3・i,24

64・;罰1

64・1・3・

0

64・i3・16

・28・13・ .12

O

5・2・16・16

256・}3・i6

一_.43、___
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、

、

…

一

1

35

36

貯

38

.

9

」

o

3

4

}

-

。

0
ん

4

　

4

一 ♂

一 ♀、

一 ♀

}3s、 一 ♂

1一
♂

一 ♂

一 ・♂

混 合 型

混 合 型

滲 出 型

混 合 型

中 等

中 等

43
1

44

45

滲 出 型

滲 出 型

滲 出 型

一 ♀}混 合型

混 合 型

一 ♂ 混合型

滲 出 型

a

中 等

:軽 症

0

㎝

0

…

0

一

〇

軽 症

中 等

中 等

} 0
『

0

}

0

「

　

`

　

一

0縫ゆ

0嚇〃

　 　

e「6

㎜

60

一
W

一一一

　管

静

一

一

1
一

1
～

[】

…
一
琴
F

…

… 醗

…

一

一

3

3

06

0£1

06

021

06

06

60

06

06

0,041
い

06

06

f毒

…02りゆ

旨

旨ー0男

娼

藍

}

ーー089潔1

OSO41
一一
-
…

…
ー

ー

へ…

碗

m

　油

0磁

………

0那
一一

一

一曜

0

腐
一

曲

AV

廊

…

OSの細1

一一一
〇磁

f
OSO一1

鮎……一一

〇B
6
ψ

　

}
I

r
一
…・AV占班

`

史

一

　

脂

一
温

…

　
1

へ

一

ーー
ー

1
ー
ー

…側

[

…

II
I一

軽 症 0

一函
6・1 60

1280 60 60

中 等

中 旬

:重 症
蜘

O

1280 120

O

0

640 60

320 241 6

640

SO

SO

24

～
3

0
4
1

6

3 6

め られ る◎次 に0型 の場合 α,β 同値の もの と然 に検出 した・ 血液型 別に輸 出率 を見 るに0型 は

らざる もの とが認め られる◎ 即ち0型16例 中100%、A型 、B型 は夫 々852%、2&4%で あっ

α:β 岡麓の ものが10例 ・然 らざる ものが6観 た◎凝集債は最高20倍 であ り
、尚2倍 の5例 が

で此場合 α・β 乃至 は β:α は1・2を 示 した。 多数であった◎爾血型別、:重軽症 別、病 型別に見

丈3)唾 液 中の凝集素:23例 中17例(73・1%)て も凝 集債にはさした る網違は認 め られ ない。0

鍵 第二表 喀痩及び唾液の凝集阻止偵の比較 ・

・(イ)(共 ・一〉

避 壁 ∵ 蝋 ∴ 液ぜ 覆半周
・1一 ♀L豊 富 型 い 石:副 △

一コ96・ 干 蕊 『
21一 ♂ 滲 山 型i中 等lJ1壬8・

3i一 ♂ 滲'{{測 串 副A3・

1280

20

嚇

_44_
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4・i一 合 滲 出 到 中 割A 鋤}32・

5し 一 ♀ 傍 出 到 中 割Al・92・1256・

6・1一 ♀ 滲 出 到 中 割 バ6・!・28・

7i一 ♀ 滲 出 測 中 割A.坐 ■2・

済}一 ♀ 惨 出 型 睡 副A24・ 鋤

9一 制 滲 出 型 擁 副A 48・i5・2・

・・i一 ♀ 滲 出 型 陣 馴A 240512ゆ

・・1一 ♂1滲 出 型 重 症{A・i蜘i256・

・21'一 ♂ 滲 出 型 障 矧Aド ・ レ2・

』一⊥一 里_症IA 320
一

イ(其 二)

.

便止阻

液唾一癖喀
型液血

1

一

別症

鋤04…30

…

蓼

B一…等中型合混
一♂

謝

1
30B

t症軽一型出滲♀

80

一つ一
B

…
等中

一
型合混～舎

203

-
B

一症軍一型禺滲一
合

20

-
3

!玖-擁

講

中一̀型出滲、1
♀

謝
-蜘…

B

t
症重一現出滲一♂

8012

-
60

i
£

…症

■

重̀型出滲
一♀

伽
一

12

-
B

一
等中

一
型概滲

…
♂

80

…
30

凋
B

一
等中型出滲一

♂

20

-
0

…
B

…等中型出滲…♂

20

…
O

i

/

B

一症重…型出滲～♂

型病～一
;
…

姓名氏

…

…

一
詳
審露

一

号番

ゴ
ー

…
一一…

14

.
■…

15

■
一

16

■f
17

一一
18

■
一

19

■一
20

■…
21

■
…

22

■
一

器

一
善

～

4-
1一

!
訟

一一　
24

荏

ド ・.{へ 毛

1一 ♂ 滲 出 型 中 ㌔AB
6・!32・

48・;64G

一 ♀ 滲 出 型 中 等 AB

305120

向り

誠
160

型 の場合 α,β祠 値のもの、然らざるものが認あ

られることは塔婆の場合と同様である。

(3、喀疾 と唾液の凝集素の比較:凝 集素の槍風

牽 は塔婆は92・5%、 唾液では73.1%で 喀疾が優

っている。血型別に検出率を見る場合0型 は喀

疲 、唾液の両者を通じて100%で 最高率で、「之 よ

り見て0型 は喀疫、唾液を通 じて凝集素の耕田型

が多いことは明かである。次に凝集便を見るに最

高値では喀湊の240倍 に対 して、 唾液では20
ま

倍で著明滋養が 見 られる。 次に同 一一例に就て 喀

疫 と唾液の凝集贋を比較すると第五表の如 くで、

11例 中10例 は喀疫の凝集慣が大で、唾液の凝

一__45__
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r

{イ)凝 集 素

醜 氏名隠

一・「一 ♀
3i一 ♂

…一 ♂

第三表:

i病 型押

喀痩中の型物質の耐熱性

1 1…

血液型使用材料.血球}材 料処理

4

}
ド∂

滲 出 型睡 症1

酬 副縛

凝 集 反 懸

3倍 撫 ・瞭2

81

59"

Al鞭B

Al喀 湊1B

酬 琳 等凶 喀剣 聖

一 ♀ 滲 出 酬 中等い

壷

喀湊:B

11ダ ー ♂1混 合到 等国 喀剰A
!ゑ!一 釦 酬 到 軽症回 喀刷A
・8}一 ♀ ・酬 到 中割 司 喀剰A

一 ♀ 滲 出 型

26一 ♂

27

滲 出 型

混 合 型

中 等

中 等

軽 症

0

0

喀痩A,B

Q

喀痩

喀湊

F

JIゴ茄 熱}± 二L二L二_

}万 熱1-i-1一{{罪 加 酬+i」1 一 『

/加 酬 「 」 一L二一扉「加 熱
+「=「L二

陽,熱1一 一1=
沸 加 熱丁マ「 一}焦
「:加 熱1-i-i一.

つ 「 加 釧+{一1一
加 熱1一 二 三 ⊥ 二L

俳 ・加 熱1+{一1一
「加 熱}一}一LL
重
罪 加 割 判1ヨ

熱i-il噛加
1一!1一

A,B
加

キ非 加 熱
+下

切 加 判

非 加 熱i辛

辣
ご 一 ■ 一._辻 _二_、

第三表 喀湊中の型物質の耐熱性
㈲ 凝集阻止物質

番号 氏 名,性 病 型 症 舳 液型1使㈱

・}一 ♀!酬 型陣 症 A陰 痩

吸着血清 ;検定
血球
材料処理{

1凝 集阻止反鷹

31一 ♂ 滲出到 中等い 陳

A

.
A

。

ゼ

4}一 ♂ 隊 列 構 い 戦 ・iA

非加熱
加_熱
非加熱
加 熱
非加熱
加 熱

}3周 対側 対照2
十 十

十 十

十 十

十 十
一 十 十

ぢ 一 ♀1酬 型1一中等固 嚇
・41一 合 鴨 合型 陣 等 ・B鞭

・μ 腿

OR
_一.加 熱

非加熱

加 熱

、・遡 」_二 」

15一 ♀ 滲 出酬 軽 症.

18一 ♀ 滲出型

・gi一 ♂ 滲出型

中 等lB「 喀痩

B嬢 ・ 浄

1苅{一lB

一 十

一 十

零
ユ
ゴ
+

こ
+
}

+
、+

+
+甕

適
十1

41

　
ミ

彊}一 ♀
ド

滲出型

滲出型

重 症x喀 剰 σ β

中 等

中 等

AB

AB

喀湊

喀痩

0

0

A,B

A,B

+}+
非加熱1一}十 「マ
1劔 『=「 「=F皿「年下
非加熱 十,十
加 熱 一++

十弗加熱1≡
+

乱 」_±__1加 熱
一;{+

非加熱

加 熱

ナ

+

二

軸

一一
+
↓+
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集便に対ンて最高30倍 、最低V5倍 の値を示し た◎ ・

第五表 喀湊と唾液の凝集便ノ)比較

番 号

凝

集
便

喀

唾
液

塊

'

210 71312162437 64030

606024・6012060 660,60243,33,3x

242 82020 220,20102,210,10

301612156
'i'i'i壱'i

33312'3;3

'i'ii'δ 玄

16'

(註):本 表 は喀痩と唾液の両者に擬集素の見られたA型6例 、B型2例 、及び0型 の中で両者の

Ct.β同値なる3例 、合計11例 を集計 した。

伺、喀疫 と唾液の凝集贋の大小は並行 しておら

す、又、両者に於ける凝集素撲出め有無も一・致し
ひ

てVA:kb。

(4)喀 疫 と血清の凝集便の関係:同 一例の血清

と喀疫の凝集便を比較するに例外な く血清の凝集

慣が大であつて、第六表に見る如 く、喀疫の凝集

第六表 血清凝集贋の喀疫凝集贋に対する倍数 箋

轡 い 賠
の ゴ

2.7〃5.3〃10.7〃21.3〃26.7〃42.7〃53.3〃166。7〃213.3〃426.7〃

}
例 数 13'1 3 8 423 2 1 1

一 3.410.23.410.227.213.66.S10.26.83。43.4

(註)本 表は・喀褻中に擬集素 を証明 したA型12例 、B型9例 及び0型 の中で喀湊、血清のCt.β

が興に夫々同値なる8例 、合計29例 を集計した。

便 に濁 して最高42a7倍 、最低1.3倍 を示 した。

爽に0型16例 に 就て見るに、両 者の凝 集贋の

大小に並行関係を認め 難 い 場 合 もある。併 し乍

ら、Ne・25,Ne.35で は両者 の α:β が1:2を

示 し、又Ne.29,Ne.38で は2:1を 示 してい

る。而 して両者 の α β が 夫 々同値な る8例(N・ ・

26,No27等)を 考 慮に入れ る場合16例 中12例

に於て両者の α:β の比 は等 し く、從つて両者の

凝集債の間には或程度 の関蓮 のあることが認 めら

～ 第 七 表

番 号

血
亜

覆

凝

集

債

33 34 37 26 2713・

1280 1280 1280
i640}640320

60 60 60 30 30 3

れる。次に喀疫の凝集便の大小が血清の其れに比

例するや否やを見たが、0型16例 中両者の αβ

同値なる8例 中の6例 に於て、第七表に見る如

く、或程度の並行闘係が認められた。

(5)血 清、喀疫及び唾液の凝集素の関係=同 ・Ut

例の三者を通 じての凝集債の並行関係は認められ

す、尚又血型別、重軽症別、病型別による凝集領

には三者に共通な特別の相違は認められない簿

(6)喀 疫中の凝集阻止物質:26例 中22例(83。6

%)に 阻止物質を証明した。血型別より検出率を

見るにAB型 は100%で 、A型 、B型 は夫々

92・4%、72・7%で ある。阻 止慣は最高1920倍 で

ある。阻止償は重症例で も必す しも減少していな

い。此点は柳下氏③が肺膿瘍の喀褻に就て得た所

見 と些か異つている◎

(7)唾 液中の凝集阻止物質:26例 の全部に阻止

一一 噌49_ゆ_
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物質を証明した。阻止債は最高5120倍 であ り、

20倍 の8例 が多数 を占めた。術此場合に も重症

例でも阻止慣は必す しも減少 していない。"
ヤ

(8)喀 疫と唾液の凝集阻止物質の比較:検 嵐率

は喀疫83.6%、 唾液100%で 唾液が高率 であ

る◎同一例の喀疫と唾液の阻止便を比較するに第

八表の如 くで、20例 中17例 は唾液 の阻止慣が大

であつて、喀疫の其れに対して最高85・3倍 の値

を示している。尚両者の阻止便の大小には並行関

係はなく、又両者の阻止物質排出の有無も一致 し

ない◎

第八表 唾液凝集阻止債の喀褻凝集阻止便に

対する倍数

2.7

〃

6.7

〃

10.7

〃

21.3

〃

53.3

〃

85.3

〃

2 3 3 4 1 1

1.8 17.7 17.7

卜

23.6 5.9 5.9

絶対値を比較するに15例では阻止慣が大である。

この15例 に就v・て阻止便の凝集便に対する倍数

を見るに第九表の如 く最高160倍 を示 した。 これ

より見て阻止物質は同一喀疫の凝集素に比較 し子

より大なる稀釈度でもその作用を現わす ことが分 璽

るo㌦

次に耐熱性を見るに、第三表に見る如 く100。C.

10分間の加熱により10例 とも凝集反慮は陰性 と

なつたが、阻止作用は失われない。更に凝集素 と

倍数

＼

例数回

樹

%艸L8

註:本 表は喀湊と唾液両者に阻止物質を証明

した22例申AB型2例 を除いた20例 を

集計した。

(9)喀 疫中の凝集素 を凝集阻止物質との関係

浅田④、吉田(5)氏等は唾液に就て、凝集素の吸着

性と阻止性 とは同一のものを異つた見方で見た も

のであると述べている。又鈴木氏(2)は同一唾液中

に凝集素及び阻止物質の排幽を認めた。私は本実

験により同一喀疫申に凝集素及び阻止物質の排出

を見た。而 して喀疫の場合も上記浅田④、吉田氏⑤

等の説 く如 く凝集素 と阻止物質とは同一のものを

異つた見方で見たものか否かは軽 為に推断禺來な

いのであるが、鼓に本実験で得た成績を記 して参

考に供する次第である。第一、二表中A型13例 、

B型11例 計24例 に就いて、凝集素及び阻止物

質の検出率を見 るに前者は88.2%、 後者は84.0%

でさしたる差はないo次 に凝集便は最高240倍 、

阻止便は最高1920倍 で、その稀釈度で両者を比

較するに、最高便に於て阻止物質は凝集素の8倍

である◎

次に第一、二表中で同一喀疫に凝集素及び阻止

物質の両者を排出したA型11例 、8型7例 に就

て、同一喀湊の凝集素と阻止物質の有効稀釈度の

第九麦 同一喀痩の阻止債の

凝集債に対する倍数

β

〃

心
り

ゐ

〃

9
425

倍
L数倍 4{5

〃}〃

8
"1吻

置需 ∴器
阻止物質の耐久性を見 る に第四表に見 らるる如

く、凝集素では2～3ケ 月後に消失せるものが2

例、依然凝集素作用の見られたものが5例 で、こ

の中4例 は種々の程度で凝集贋が減少した。次に

阻止物質では2～3ケ 月後に消失せるものは1例

のみで、他の5例 では依然阻止作用が見 られ、こ

の中4例 では阻止慣は種々の程度で減 少した。以

上 より見て両者の耐久性にはさしたる相違は認め

られない。浅田④、吉田(5)氏等は 「唾液中の凝集

素は早 く消失するが・阻止物質は保存法によつて

は長期に保存される」 と云つているが、此点では

喀疫中の凝集素と唾液中の凝集素の消失に至 る期

間には相違があるものの様である。、次に同一喀湊

中の凝集素と阻止物質の排出の有無を見るに両者

を共に排出する例、又何れかの一のみを排出する

例又は両者 とも排出を見ない例 もあり、区々とし

て一定の関係は認められない◎尚又両者の量的関

係も認められなb。 此点は 鈴木氏(2)が唾液の擬

集素と阻止物質との聞に 見出した 事実に 一致す

斎・

第五章 結 論

(1)40例 の肺結核患者の喀疾に就て同種赤血

球凝集反懸により37例(92.5%)に 型特異的凝

一50_



集素の存在を認めた◎凝集素の 楡出率は0型 が

100%で 最高であ りA型 、B型 は夫々924%、

81・8%で 大差はなV・。凝集贋は最高240倍 で、60

穣 の12例が最 も多い。患者の重軽症別による凝集

慣の差は判然としない。又病型 より見て混合型の

肺結核では滲出型に比して凝集便は幾分低いよう

であるが戦然とした相逢は認められない。

(2)23例 の唾液に就 て 同種赤血球凝集反態

により唾液中の凝集素を楡索し、之 と喀婆の場合

を比較 した。検出率は唾液は7&1%で 喀疫に劣

る◎1血液型別に見て0型 で100%な るは喀疫の場

合 と同様である。凝集領は最高20倍 で喀湊に比

して椙当の差がある。同一例の喀疲と唾液の凝集
ぴ

債を比較するに大多数例に於て喀湊の凝集贋が大

であつて、唾液の凝集便に対 して最高30倍 の値

を示 した◎次に凝集債を重軽症別、病型別に見た

場 合判然たる椙違は認 め られ なレ・。又、両者の

凝集債の大小には並行関係は認められす、又両者

に於ける凝集素排出の有無も同一例に就て必すし

も一致じていない。

(3)血 清と喀疲の凝集偵を燕 較するに例外な

く血清の凝集便が大で、喀疫の凝集便に対して最

高42&7倍 の値を示した◎ 伺両者の凝集債の間に
鐸は大多数例に於ては犬小の並行関係は認められな

いが0型 の6例 で或程度の並行関係が見られた。

(4)同 一例の1血清、喀疫及び唾液の三者を通

Lて の凝集債の並行関係は認められない。

(5)同 種赤並1球凝集阻止反鷹により26例 の

肺結核患者の喀疫中の凝集阻止物質を検索し、22

例(8a6%)に 証明した。槍出率はAB型 が100%

で最高であり、A型 、B型 は夫々92・4%、727% ,
であつた。阻止便は最高1920倍 であ り、尚重症

例でも阻止贋は必す しも減少していない。

(6)同 じ26例 について、同種赤血球凝集阻

止反鷹により唾液中の凝集阻止物質を槍索し、之

と喀疫の場合を比較 した◎槍出率は唾液100%で

喀疫に優 り、尚、又阻止便に於ても大多数例で唾

液が優つている。帥ち唾液の阻止贋は最高5120

倍であ り、喀疫の阻止領に対 して最高853倍 の

値を示した。荷重症例でも阻止贋は必すしも減少

していないことは喀疫の場合と同様である◇

更に又、両者の阻止便の間には大小の並行関係

は認められす、又両者に於ける阻止物質排出の有

無も一致 しなV・o

・(7)同 一例の喀疾に就て、凝集素と阻止物質
ノ

との関係を槍討 して次の所見を得た◎即ち楡出i率

は両者大差ないが、有効稀釈度では阻止物質が優

つてお り、凝集素に比してより大なる稀釈度に於

ても有効である◎尚両者の大小には並行関係は認

められす、更に両者の排出の有無も一致 してV・な

い。次に耐熱性を見るに、100つC10分 聞の加熱
竃により凝集素はその作用 を失 うに反 し阻止作用は

失われなV・。荷氷室に保存する場合両者とも数ケ

月に亙 りその作用 を保つ◎

本稿を終えるに臨み、終始御懇篤なる御指導と御鞭達

を賜わつた恩師i美甘教擾に満腔の謝意を表わす次第で,

ある。
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第25巻 第12夢 第1項,高 崎五郎氏の 「結核皮内反応の研究」論文中下記の文印刷洩れにつき追加 します。
無右段第14行 目終リか ら三字目の前に下の文を入れる

。

r遠 心沈澱 を行い(300回 ・30分 聞),上 清 を蒸発皿 に移 し原 量の約董/10位に濃縮後,』


